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第29回公表バイオマスタウン構想の概要

【新規公表：４構想の概要】

○北海道清水町（しみずちょう）
酪農と畑作を基幹産業とする本町の特性を活かし、現在でも耕種農家と畜産農家がお互いに

堆肥と麦稈を交換することによる地域循環型農業をさらに推進するとともに、地域資源を原料

とするバイオエタノールの生産・利用に取り組みながら、地球環境にも配慮した耕畜連携型循

環農業の確立をめざす。

○福島県鮫川村（さめがわむら）
「まめな暮らしが育む環境を生かしたやすらぎとふれあいの村づくり」を基本理念に、耕畜

民の連携による「土づくり」や「飼料生産」及び林地残材などの木質バイオマスの利活用を図

り、自然と環境と産業の融和する｢健康・やすらぎ・有機の里｣をめざす。

○島根県隠岐の島町（おきのしまちょう）
隠岐の島町の豊かな自然環境のなかで地域資源を活かしたバイオマス利活用を図り、離島の

里山保全による林業の活性化と里海環境の向上、里海保全による漁業の活性化を目指し、山か

ら海までの総合的なバイオマス利活用を図る。

○岡山県津山市（つやまし）
本市が目指す農林業の振興に伴い発生する様々なバイオマス資源をより有効に利活用するこ

とにより、地域振興、循環型社会の形成並びに地域住民の環境意識の向上を図る。


